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32：97-101，2019 

 

渡邉一正，小西祥平，伊東広臨，中本哲，内藤広行：披裂と喉頭蓋の腫脹を来し
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口腔咽頭再建における V-Loc180 クロージャーデバイスの有用性．口腔咽頭科 

32：109-114，2019 
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近藤敦, 高野賢一：コア針生検（core needle biopsy：CNB）により診断し得た
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Comprehensive analysis of HLA-presented peptides in head and neck cancer.  



VI EURASIAN HEAD & NECK CANCER FORUM．令和元年 7 月 10-14 日，
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４． 特別講演、シンポジウム、パネルディスカッション 

高野賢一：基礎研修「オンライン診療システムを応用した新たな難聴医療の可能

性」，平成 30 年度厚生労働省事業 遠隔医療従事者研修，令和元年 3 月 24 日，

札幌市 

 

高野賢一：特別講演「耳鼻咽喉科医が知っておきたい IgG4 関連疾患」，第 14

回信州耳鼻咽喉科臨床問題懇話会，平成 31 年 3 月 28 日，長野県松本市 

 

高野賢一：パネルディスカッション（AMED 研究：耳科学）「人工内耳装用者

の支援センター機関のモデル化事業と発達段階別 PDCA サイクル基本型の構

築」，令和元年 5 月 9 日，第 120 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，大



阪府 

 

高野賢一：教育セミナー（口腔乾燥症の診療における留意点）「IgG4 関連疾患」，

令和元年 5 月 10 日，第 120 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，大阪府 

 

高野賢一：特別講演「聴こえを治す」，医学部同窓会函館支部会，令和元年 9 月
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高野賢一：特別講演「上皮バリアからみたアレルギー性鼻炎」，第 164 回御茶

ノ水研究会，令和元年 11 月 21 日，東京都 

 

高野賢一：「聴こえを取り戻そう！～難聴医療最前線」，第 3 回道新ぶんぶんク

ラブすこやかライフ講座，令和元年 11 月 13 日，札幌市 

 

高野賢一：特別講演「外耳・中耳形態異常の臨床」，札耳会，令和元年 12 月 7

日，札幌市 

 

高野賢一：Session「IgG4 関連疾患の話題」，Total Care Conference～炎症・

免疫と血栓症を考える～，令和元年 12 月 19 日，東京都 

 

白崎英明：特別講演「鼻アレルギーにおける脂質メディエーターの役割」，第 26

回東海耳鼻咽喉科生体防御研究会，平成 31 年 1 月 5 日，愛知県名古屋市 

 

白崎英明：特別講演「鼻アレルギーにおける PAF の役割」，ルパフィン発売 1

周年記念講演会 in 高知，平成 31 年 2 月 6 日，高知県高知市 

 

白崎英明：特別講演「食生活とサプリメントによるアレルギー性鼻炎の制御は可

能か？」，Allergy Forum in 釧路，平成 31 年 2 月 14 日，釧路市 

 

白崎英明：特別講演「鼻アレルギーにおける PAF の役割」，上都賀郡耳鼻咽喉

科医会学術講演会．令和元年 7 月 17 日，栃木県宇都宮市 



 

亀倉隆太, 矢部勇人, 重原克則, 高野賢一, 一宮慎吾：シンポジウム 13「生体バ

リア機構とアレルギー疾患. アレルギー性鼻炎に関連するエピイムノ―ムの新

機能」，第 68 回日本アレルギー学会学術大会，令和元年 6 月 14-16 日，東京都 

 

宮田遼：シンポジウム「Identification of parathyroid gland with near-infrared 

autofluorescence imaging 」 , VI EURASIAN HEAD & NECK CANCER 

FORUM, 令和元年 7 月 11 日，モスクワ（ロシア） 

 

一宮慎吾, 亀倉隆太：「臨床医のための基礎免疫セミナー: 免疫アレルギー病態

に関わるリンパ球サブセット」， 第 47 回日本臨床免疫学会総会: 令和元年 10

月 17-19 日，札幌市 
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高野賢一：耳鼻咽喉科感染症ニューウェーブ．みみ・はなを語る会，平成 31 年

2 月 16 日，札幌市 

 

高野賢一：札幌医科大学で医学を学ぼう．令和元年度医学部高校訪問，令和元年

6 月 11 日，札幌日大高校 

 

高野賢一：札幌医科大学で医学を学ぼう．令和元年度医学部高校訪問，令和元年

6 月 24 日，旭ヶ丘高校 

 

高野賢一：新たな人工内耳医療をめざして．Center of Excellence IV 札幌，令

和元年 9 月 29 日，札幌市 

 

高野賢一：北海道における難聴医療のこれまでとこれから．第７回かたつむりコ

ンサート，令和元年 11 月 23 日，札幌市 

 

高野賢一：医師事務作業補助者スキルアップ講座・耳鼻咽喉科．令和元年 12 月

21 日，札幌市 

 

氷見徹夫：なぜめまいは起こるのか．～「目が回る」のは，眼が回るからである

～ 禎心会公開講座，平成 31 年 2 月 20 日，札幌市 

 

氷見徹夫：なぜめまいは起こるのか．～「目が回る」のは，眼が回るからである

～ 禎心会公開講座，平成 31 年 4 月 10 日，札幌市 

 

氷見徹夫：めまいを理解するための基礎知識を整理する．興和製薬 web セミナ

ー，令和元年 9 月 18 日，札幌市 

 

氷見徹夫：作用機序から考えるディレグラの効果的な使い方．エキスパートミー

ティング，令和元年 10 月 6 日，神奈川県横浜市 



 

鈴木敏夫：聴覚障害の基礎知識．小樽市手話奉仕員養成講座，平成 31 年 4 月 16, 

19 日，小樽市 

 

鈴木敏夫：保険診療の疑義解釈．北海道耳鼻咽喉科医会地区研修会，平成 31 年

1 月 19 日，旭川市．平成 31 年 2 月 9 日，札幌市．令和元年 9 月 28 日，釧路

市．令和元年 11 月 9 日，函館市 

 

鈴木敏夫：最新の補聴器とその価格．補聴器相談医委嘱のための講習会，令和元

年 11 月 23 日，札幌市 

 

鈴木敏夫：装用指導．補聴器相談医委嘱のための講習会，令和元年 11 月 23 日， 

札幌市 

 

白崎英明：領域講習 難治性鼻汁過多症に対する薬物療法．日本耳鼻咽喉科学会

東京都地方部会多摩ブロック学術講演会，平成 31 年 1 月 17 日，東京都 

 

白崎英明：鼻アレルギーにおける PAF の役割．ルパフィン発売１周年記念講演

会－耳鼻咽喉科領域，平成 31 年 2 月 19 日，沖縄県那覇市 

 

白崎英明：鼻アレルギーにおける PAF の役割．平成 30 年度 第 4 回旭川内科医

会学術講演会，平成 31 年 2 月 28 日，旭川市 

 

白崎英明：食生活とサプリメントによるアレルギー性鼻炎の制御は可能か？ 

平成 31 年度 第 1 回江別医師会学術講演会，平成 31 年 4 月 16 日，江別市 

 

白崎英明：鼻アレルギーの治し方．2019 年度アレルギー週間記念講演会，平成

31 年 4 月 27 日，札幌市 

 

白崎英明：食生活とサプリメントによるアレルギー性鼻炎の制御は可能か？ 

千歳医師会学術講演会，令和元年 5 月 29 日，千歳市 

 

白崎英明：特別講演 鼻アレルギーにおける PAF の役割．県央ルパフィン講演

会，令和元年 6 月 13 日，神奈川県厚木市 

 

白崎 英明：講演 新しい専門医制度と家庭内での男女共同参画―耳鼻咽喉科の

新専門医制度の概要について．第 68 回日本アレルギー学会学術大会，令和元年

6 月 14-16 日，東京都 

 

白崎英明：講演 鼻アレルギーにおけるケミカルメディエーターの役割．第 1 回

日本アレルギー学会北海道地方部会，令和元年 6 月 23 日，札幌市 

 

白崎英明：講演 血小板活性化因子（PAF）を標的とした新しいアレルギー治療．



Rupafin Premium Seminar，令和元年 11 月 9 日，東京都 

 

松井利憲：耳と平衡感覚・めまいについて．市民健康教室，令和元年 7 月 6 日，

小樽市 

 

成田愼一郎：鼻アレルギーの新しい治療―舌下免疫療法―札医大バスケットボ

ール部 OB 会講演会，平成 31 年 1 月 26 日，札幌市 

 

成田愼一郎：鼻アレルギーの治療―小児のダニ舌下免疫療法も含めて―第二回

札幌耳鼻咽喉科病診連携の会，平成 31 年 2 月 2 日，札幌市 

 

成田愼一郎：鼻アレルギーのダニ舌下免疫療法．鳥居薬品札幌支店研修会，平成

31 年 4 月 10 日，札幌市 

 

成田愼一郎：鼻アレルギーの抗原、治療について．久光製薬社員研修会，令和元

年 7 月 4 日，札幌市 

 

亀倉隆太：Tph リンパ球の機能と病態．病態生理リサーチカンファレンス，平成

31 年 3 月 25 日，札幌市 

 

亀倉隆太, 一宮慎吾：シラカバ花粉症の発症・重症化に関与する新規バイオマー

カーの確立．医薬事業研究会，令和元年 5 月 24 日，札幌市 

 

亀倉隆太：医師の仕事．北海道立岩見沢東高等学校 医療分野についての講話， 

令和元年 5 月 29 日，岩見沢市 

 

小幡和史：札幌医科大学における甲状腺乳頭がん治療．日本耳鼻咽喉科学会北海

道地方部会ブロック講演会，令和元年 7 月 7 日，札幌市 

 

小幡和史：札幌医科大学における中咽頭癌治療の現状と展望．札幌耳鼻咽喉科セ

ミナー，令和元年 11 月 2 日，札幌市 

 

野村一顕：おさえておきたい耳鼻咽喉科疾患．帯広協会病院院内講演，令和元年

7 月 10 日，帯広市 

 

山下恵司：アレルギー性鼻炎の治療～新しい治療、舌下免疫療法について～．第

151 回函病健康教室，令和元年 10 月 17 日，函館市 

 

山下恵司：“のど”のがんについて．市民公開がん講座，令和元年 9 月 19 日，

函館市 

 

髙橋亜由美：耳鼻咽喉科診療の実際．小樽市内科医部会，令和元年 11 月 27 日，

小樽市 



 

山本圭佑：嚥下障害の手術療法．札幌医科大学リハビリテーション科勉強会，令

和元年 11 月 19 日，札幌市 

 

實川純人：めまいについて．令和元年度第 1 回新任医師講演会，令和元年 7 月

4 日，札幌市 

 

６．学会発表 

第 22 回日本病態栄養学会（平成 31 年 1 月 11～13 日, 神奈川県横浜市） 

小西正訓：脳卒中例の摂食機能短期予後因子 

 

第 29 回頭頸部外科学会総会（平成 31 月 1 月 24, 25 日，宮城県仙台市） 

黒瀬誠，近藤敦，小幡和史，山本圭佑，高野賢一：頭頸部領域におけるコア針生

検（core needle biopsy）の有用性 

 

小柴茂：唾液腺導管癌 (SDC) 7 症例の検討 

 

山本圭佑，黒瀬誠，宿村莉沙，大國毅，高野賢一：ナビゲーションシステム下に 

NBI を併用し内視鏡下経口腔的被膜間摘出術を行った副咽頭間隙神経鞘腫症例 

 

第 10 回千歳臨床医学研究会（平成 31 年 2 月 2 日，千歳市） 

渡邉一正，松本亮司：内耳梅毒と考えられた 1 例 

 

第 37 回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会（平成 31 年 2 月 7～9 日，大阪府) 

白崎英明，才川悦子，菊池めぐみ：血小板活性化因子(PAF)によるヒト気道上皮

細胞からの分泌型ムチンの放出 

 

矢島諒人, 亀倉隆太, 高野賢一：病理組織学的に IgG4-RD が疑われた悪性疾患

の２例 

 

大和田築，垣内晃人，角木拓也，黒瀬誠，近藤敦，小幡和史，野村一顕，宮田遼，

金子躍人，高野賢一，小島隆：頭頸部癌における S100A7 の役割についての考察 

 

第 34 回日本静脈経腸栄養学会（平成 31 年 2 月 14, 15 日, 東京都） 

小西正訓：脳卒中急性期で経管離脱をめざすために 

 

第 42 回日本嚥下医学会（平成 31 年 3 月 8, 9 日，福岡県久留米市） 

小西正訓：脳卒中例における経管離脱を目指すリハビリテーションと栄養管理

とは 

 

第 12 回 IgG4 研究会（平成 31 年 3 月 9 日，富山県富山市） 

亀倉隆太 , 山本元久 , 高橋裕樹 , 一宮慎吾：IgG4 関連疾患における PD-

1+CXCR5-CD4+ T 細胞の機能的役割 



 

第 219 回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方会（平成 31 年 3 月 24 日, 札幌市） 

渡邉一正，中島築：内耳梅毒と考えられた 1 例 

 

小西正訓：嚥下造影と内視鏡下嚥下機能検査の異同 

 

第 39 回日本リハビリテーション医学会北海道地方会（平成 31 年 4 月 13 日, 札

幌市） 

小西正訓：摂食機能障碍を伴う脳卒中症例における嚥下機能評価依頼例の特徴 

 

第 59 回日本呼吸器学会学術講演会（平成 31 年 4 月 23 日，東京都） 

重原克則, 亀倉隆太, 矢部勇人, 宇野英二, 一宮慎吾：鼻炎合併アトピー型喘息

患者のダニ抗原 SLIT 施行における濾胞ヘルパー細胞と濾胞制御性 T 細胞の検

討. 

 

第 120 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（令和元年 5 月 8-11 日，大阪

府） 

實川純人，山﨑徳和，高野賢一：当科における頸部リンパ節生検症例の検討 

 

矢島諒人, 垣内晃人, 大和田築, 亀倉隆太, 高野賢一：IgG4 関連疾患における顎

下腺の線維化メカニズムの解析 

 

第 34 回帯広耳鼻科医会・学術講演会（令和元年 5 月 18 日） 

伊藤史恵，矢島諒人，吉岡巌：頸部デスモイド型線維腫症の 1 例 

 

第 14 日本小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（令和元年 5 月 23, 24 日，福

岡県福岡市） 

佐藤里奈，光澤博昭，黒瀬誠，高野賢一：呼吸困難を呈した新生児下咽頭梨状窩

瘻の 1 例 

 

宿村莉沙，新谷朋子，才川悦子，氷見徹夫，高野賢一：当院における軟骨伝導補

聴器使用症例の検討 

 

第 12 回日本静脈経腸栄養学会北海道地方部会（令和元年 6 月 1 日, 札幌市） 

小西正訓：脳卒中例の摂食機能短期予後因子 

 

第 118 回日本皮膚科学会総会（令和元年 6 月 6-9 日, 愛知県名古屋市） 

熊谷綾子, 亀倉隆太, 澄川靖之, 一宮慎吾, 宇原久：The subset of Tfh cells of 

atopic dermatitis patients is biased towards Tfh2 cells.  

 

第 43 回日本頭頸部癌学会（令和元年 6 月 13, 14 日，石川県金沢市） 

近藤敦，黒瀬誠，小幡和史，高野賢一：胸骨切開を要した甲状腺乳頭癌縦隔リン

パ節転移症例 



 

黒瀬誠，金関貴幸，近藤敦，小幡和史，高野賢一：頭頸部がん組織ＨＬＡ提示ペ

プチドの網羅的解析 

 

小幡和史，近藤敦，黒瀬誠，高野賢一：当科における鼻副鼻腔粘膜原発悪性黒色

腫の治療成績の検討 

 

第 68 回日本アレルギー学会学術大会（令和元年 6 月 14-16 日，東京都） 

白崎英明，山本哲夫，才川悦子，菊池めぐみ，関伸彦：ミニシンポジウム 札幌

におけるシラカバ花粉空中飛散状況と花粉飛散予測について 

 

重原克則, 亀倉隆太, 矢部勇人, 高木宏美, 宇野英二, 一宮慎吾：ダニ舌下免疫療

法中の喘息合併アレルギー性鼻炎患者における濾胞ヘルパーT 細胞を中心とし

た検討 

 

矢部勇人, 亀倉隆太, 池上一平, 高木宏美, 高橋弘毅, 一宮慎吾：IgG4 関連疾患

における CX3CR1 陽性 Tph 細胞の機能的役割 

 

第 1 回日本アレルギー学会北海道支部地方会（令和元年 6 月 23 日，札幌市） 

重原克則, 亀倉隆太, 矢部勇人, 高木宏美, 宇野英二, 一宮慎吾：ダニ舌下免疫療

法中の喘息合併アレルギー性鼻炎患者における濾胞ヘルパーT 細胞を中心とし

た検討 

  

矢部勇人, 亀倉隆太, 高木宏美, 高橋弘毅, 一宮慎吾：CX3CR1 陽性 Tph 細胞

は IgG4 関連疾患の病態形成に関与する 

 

第 81 回耳鼻咽喉科臨床学会（令和元年 6 月 27, 28 日，愛知県名古屋市） 

角木拓也，宮田遼，佐々木彩花，吉岡巌，高野賢一：両側声帯麻痺を契機に発見

された Forestier 病による嚥下障害の 1 例 

 

佐々木彩花，宮田遼，小幡和史，中野雅也，垣内晃人，近藤敦，高野賢一：耳後

部皮膚に生じた筋上皮癌の一例 

 

中野雅也，山本圭佑，矢島諒人，宮田遼，大國毅，黒瀬誠，高野賢一：壊死性唾

液腺化生の 1 例 

 

第 31 回日本嚥下障害臨床研究会（令和元年 7 月 6, 7 日, 静岡県浜松市） 

小西正訓：脳卒中急性期・亜急性期の総合的リハビリと栄養管理は摂食機能の改

善に有効か―JF に捧ぐ― 

 

第 64 回北海道リハビリテーション学会（令和元年 7 月 20 日, 札幌市） 

小西正訓：脳卒中急性期における代替栄養離脱を目指すリハビリテーションと

栄養管理とは 



 

第５回鈴木式鼓室形成術セミナー（令和元年 8 月 31 日，東京都） 

染川幸裕，長島勉，久保志保子：JR 札幌病院で経験した難治鼓室形成術症例（中

頭蓋アプローチを用いた 2 症例） 

 

第 25 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会（令和元年 9 月 6, 7 日, 新潟県新

潟市） 

小西正訓：急性期脳卒中例の摂食機能と ADL 及び栄養状態の変化との関連 

 

松澤優, 小西正訓：完全側臥位法により自宅退院を目指した症例報告 

 

太田純子, 小西正訓, 菊地貴子：当院看護師が行う摂食嚥下評価の正確性につい

ての検討 

 

松澤優, 小西正訓：嚥下障碍例に対する薬剤師の関与について 今後の課題 

 

第 32 回日本口腔・咽頭科学会総会学術講演会（令和元年 9 月 12, 13 日，大分

県大分市） 

大國毅，近藤敦，黒瀬誠，小幡和史，山本圭佑，高野賢一：当科で経験した大唾

液腺腫瘍の術前診断に関する検討 

 

山本圭佑，黒瀬誠，小幡和史，大國毅，近藤敦，高野賢一：耳下腺良性腫瘍に対

する皮膚切開線の検討 

 

村山公介, 亀倉隆太, 一宮慎吾, 高野賢一：IgG4 関連涙腺・唾液腺炎の病変組織

における B 細胞サブセットの解析 

 

第 28 回日本シェーグレン症候群学会学術集会（令和元年 9 月 13, 14 日，徳島

県徳島市） 

亀倉隆太, 矢部勇人, 山本元久, 高橋裕樹, 高野賢一, 一宮慎吾：IgG4 関連疾患

の病態形成にオリゴクローナルな血液 Tph 細胞の増加が関与する 

 

第 78 回日本癌学会学術総会（令和元年 9 月 26～28 日，京都府） 

萬顕, 山本英一郎, 須藤豪太, 新沼猛, 北嶋洋志, 甲斐正広, 高野賢一, 鈴木 

拓 : 頭頚部扁平上皮癌の微小環境における AEBP1 の解析 

 

第 58 回日本鼻科学会総会・学術講演会（令和元年 10 月 3 日～5 日，東京都） 

大國毅，山本圭佑，宮田遼，高野賢一：Draf IIb 後の前頭洞排泄路再狭窄予防の

工夫－double mucoperiosteal flap 法 

 

山本圭佑，大國毅，村山公介，宮田遼，高野賢一：当科における Endoscopic 

modified medial maxillectomy (EMMM) 症例の検討 

 



第 29 回日本耳科学会総会・学術講演会（令和元年 10 月 10～12 日，山形） 

宮田遼，高野賢一，宿村莉沙，角木拓也，新谷朋子：当院における片耳難聴症例

に対する軟骨伝導補聴器使用の経験 

 

第 99 回北海道医学大会腫瘍系分科会・第 120 回北海道癌談話会（令和元年 10

月 12 日, 札幌市） 

萬顕, 山本英一郎, 須藤豪太, 新沼猛, 北嶋洋志, 甲斐正広, 高野賢一, 鈴木 

拓 : 大腸がんにおける腫瘍血管内皮関連遺伝子の同定 

 

第 47 回日本臨床免疫学会総会（令和元年 10 月 17-19 日，札幌市） 

亀倉隆太, 矢部勇人, 山本元久, 高橋裕樹, 高野賢一, 一宮慎吾：オリゴクローナ

ルな血液 Tph 細胞の増加が IgG4 関連疾患の病態形成に関与する. 

 

矢部勇人, 亀倉隆太, 山本元久, 高野賢一, 高橋裕樹, 高橋弘毅, 一宮慎吾：

IgG4 関連疾患の病態形成における CX3CR1 陽性 Tph 細胞の関与 

 

第 25 回北日本頭頸部癌治療研究会（令和元年 10 月 19 日，札幌市） 

山本圭佑，小幡和史，中野雅也，佐々木彩花，角木拓也，大國毅，近藤敦，黒瀬

誠、高野賢一：札幌医科大学における鼻副鼻腔粘膜原発悪性黒色腫の治療成績の

検討 

 

第 68 回共済医学会(令和元年 10 月 23, 24 日，札幌市) 

大和田築，實川純人，今井良吉：当科にて経験した石灰沈着性頸長筋腱炎の一例 

 

第 35 回日本耳鼻咽喉科漢方研究会（令和元年 10 月 26 日，東京都） 

成田愼一郎：急性咽頭炎、扁桃炎における小柴胡湯加桔梗石膏の使用経験  

 

第 220 回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方部会（令和元年 10 月 27 日, 旭川） 

渡邉一正：初回 MRI が偽陰性であった延髄梗塞例 

 

小西正訓：嚥下機能手術の全国実施状況調査～5 年前と比較して～ 

 

百島尚樹，田川愛，水町貴諭，坪田大：胸腔鏡下および頸部アプローチにより摘

出した縦隔甲状腺腫の 2 例 

 

矢島諒人, 伊藤史恵, 吉岡巌：顔面神経麻痺を契機に診断された鼓室型グロムス

腫瘍の一例 

 

佐々木彩花，宮田遼，宿村莉沙，角木拓也，新谷朋子，高野賢一：当院における

片耳難聴症例に対する軟骨伝導補聴器使用の経験 

 

大和田築，實川純人，今井良吉：両側鼻腔転移を生じた腎細胞癌の 1 例 

 



工由佳：人工内耳埋め込み術を施行した Waardenburg 症候群の 2 例 

 

第 71 回日本気管食道科学会学術講演会（令和元年 11 月 28, 29 日，栃木県宇都

宮市） 

佐々木彩花，黒瀬誠，大國毅，高野賢一：気管原発軟骨肉腫の一例 

 

髙橋希，冨里周太，奥羽譲，守本倫子：気管切開カニューレ抜去前に気管孔形成

術を必要とした小児例の検討 

 

第 48 回日本免疫学会学術集会（令和元年 12 月 11-13 日，静岡県浜松市） 

Hayato Yabe, Ryuta Kamekura, Motohisa Yamamoto, Hiroki Takahashi, 

Kenichi Takano, Hiroki Takahashi, Shingo Ichimiya ：Cytotoxic Tph-like 

cells participate in chronic tissue damage of IgG4-related disease. 

 

７．その他 

高野賢一：視聴覚二重障害 診療マニュアル第Ⅱ章「耳鼻咽喉科身体所見」、先

天性および若年性の視覚聴覚二重障害の原因となる難病の診療マニュアル(第１

版), http://dbmedj.org/ 

 

高野賢一：視聴覚二重障害 診療マニュアル第Ⅳ章「ファイファー症候群」「ア

クセンフルト・リーガー症候群」「クルーゾン症候群」、先天性および若年性の

視 覚 聴 覚 二 重障 害の 原 因 と な る難 病の 診 療 マ ニ ュア ル ( 第 １ 版 ), 

http://dbmedj.org/ 

 

高野賢一：北海道における難聴医療の拠点として，北海道医学雑誌 94：41-42，

2019. 

 

高野賢一：新任教授紹介，日耳鼻 122：127，2019. 

 

白崎英明：アイスブレイキング，第 14 回札医大指導医講習会，令和元年 9 月 22

日，札幌市 

 

山本圭佑：本当に安全ですか？あなたが作ったとろみ水，札幌医大摂食支援チー

ム勉強会，令和元年 3 月 25 日，札幌市 

 

山本圭佑：嚥下障害の病態・診断・治療，札幌医大摂食支援チーム勉強会，令和

元年 9 月 10 日，札幌市 

 

山本圭佑：気管切開術，第 9 回日本口腔外科学会キャダバーサージカルトレー

ニング，令和元年 9 月 21 日，札幌医大 

 

山本圭佑：嚥下内視鏡をやってみる，札幌医大摂食支援チーム勉強会，令和元年

10 月 31 日，札幌市 


